
国 語 科 指 導 案

平成 15年 9月 9日 (火)5時 間目
授業者 滝 沢南中学校 早 坂 佐 智子
学級 3年 6組 傷子16名、女子19名)

四 状 況に生きる 「  故  郷  」 (6時 間扱い)1 単 元 名

2 指 導 観

本単元は、「読むこと」に本格的に取り組む学習としては、中学校三年間の最後となる。だから
こそ、今、これまでの 「読み」の指導を振り返り、「読むこと」の 能 力を定着させるべく、以下
の指導観を持つて授業に臨みたい。

①  「読む能力」の定着を中心に据え、それに沿つた指導 (読解ポイントを押さえさせること)や
評価を展開していくと共に、「国語への関心 ・意欲 ・態度」及び 「言語事項」の評価、到達を
図りたい。

※ 重 視する 「読む能力」(学習指導要領より)
(1)ア  文 脈の中における語句の効果的な使い方について理解 し、自分の言

葉の使い方に役立てること。            ″
(1)ウ  表 現の仕方や文章の特徴に注意して読むこと。

②  (1)ア に関わつて
厳 しい現実認識の中で、希望とい う形で己の思いを語るところにこの作品の主題が見られる。
「読む能力」の指導を通 して、表現とその背景となる時代の状況との関わりを理解させ、主題に

迫 りたい。また、文章中の様々な表現を、自分の言葉 として表現させる工夫もとりたいざ
③  (1)シ に関わつて                   [

弱点や欠陥に満ちた社会を一歩ずつ改革しようという人間像をとりあげ、連帯の中に希望を見
いだす姿を考えさせたい。また、登場人物の表現や風景摘写を通 して伝わる作者の思い及び、
風刺をとらえさせたぃ。そ うすることで、社会を考え、自分自身を振 り返る機会にもなるだろう。

r ―
―‐――――――――' ‐―‐―――――――‐―――‐‐…‐――‐――‐―ヽ ‐‐―‐――‐――――一‐‐―――……――――‐―――‐―‐―‐―――‐‐‐―' ―――‐‐――一‐―――

、

※  「 読 解 の ポ イ ン ト」 と して 指 導 した こ と
, 「 映画監督」になったつもりで本文を読むこと。 (細部にこだわって読むことで
行間を想像 しなければならないし、そうすることで、作者の描こうとした時代やそ
こに生きる人々の心情が見えてくる。)

。 「 映画監督」は、登場人物や背景 (時代、風景)、出てくる小物を鮮明に想像
(理解)し 、それをいかに正確に他に伝えるか (表現するか)と い うことを工夫

1し なければならない。
・ 「 映画監督」は、自分勝手な判断で作品を判断 してはい、とすない。作者の描きた
かつたこと (主題)を 正確に捉えなければならない。

・ 上 記のために大切なことは、
① 文 章表現を深く読むこと (文字を読む→心情表現 ・風景描写に注目する→そこ

から登場人物の気持ちを考える→さらに発展して行間を読む→作者が描きたかつ
た人間の姿や時代を考える→作品の映像を創 り上げる。)

② わ からない語句は必ず調べること。
③ 作 品の特徴をつかむこと。

3 生 徒の実態 (授業の様子)

教師の話は静かに真剣に聞いているが、挙手や大きな声で発表す るとい うことが少ない。
(普段の授業では、1時 間の うちに多くの生徒が発言するよ う、教師側で機械的に精名 している。)

国語が音手な生徒が多 く、特に男女差が激しい。男子のテス トの平均が低い。

ノ(
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(指導中は、なるべく身近な出来事を例 として挙げ、興味関心を持って国語の授業に取 り組ませ
ることを意識 している。)

。 「 本文に即 して答える (本文をじつくり読む)」 とい うことをせず、「わか りません。」 と返事
をする生徒が多い。作業を面倒 くさがる男子生徒が多い。
(時間はかかるが、周囲のア ドバイスを要請 した り細かいヒン トを出すなどして、必ず答を出さ
せ るようにしている。また、「本文を読ませる」指導においては、「正確に読む」 とい うことに
重点を置き、

“
引っかかったら交替音読

″
をときどき取 り入れている。 10行 以上スラスラと・読

めたらA評 価。)

・ 「 言葉の特徴 と工夫」についての事前テス ト結果
(テス トの目的は、気持ちを表す様々な表現方法を考え、工夫させること。)

①  「 光る雨粒」 と 「さすような雨Jの 違いをこのように表現 した人物の心情や状況をあらゆ
る面から考えて答よ。

結果→考えつかない、不十分     当 学級  27.8%
〃            他 学級  0, 0%

② 現 在の天候を文で紹介 しなさい。ただし、今の自分の気持ちがわかる表現にすること。ま
た、「くもり」、「晴」 とい う言葉を使わないで表現すること。

結果→考えつかない、不十分     当 学級  33, 3%
″            他 学級   3, 1%

4 教 材の指導 目標

(1) 各 領城に関する目標

①  「 関心 ・意欲 ・態度」に関する目標
これまで学習 したことを生か し、興味を持って作業に取 り組むことができる。

②  「読む能力」に関する目標  ャ
登場人物の行動や心情の変化、風景描写などの表現を味わいながら、歴史的背景を考

えたり作者の思いをとらえることができる。
③  「言語についての知識 ・理解 ・技能」に関する目標 ｀

語句の意味や用法に注意しながら、語感を磨き語彙を豊かにしようとする。

(2)評 価基準 (6時 間扱い)                ′

時 学 習活動 関 心 ,煮 欲 ・寵 唐 読む こ と 言語事項
1 読解 ポイ ン トを学習

し、全文を通読する。
時代背景について、考
えられ るこ とを発表 し

た り、調べた りしてい

るハ

場面の変化 を読み と
り、切 り替え部分 に

線を引いてV るヽ。

新出漢字やわからな
い漢字の読み方をメ
モ している。

２

３

「帰郷 」場面をプ リ
ン トで読み とる。

,他 の意見を積極的に
採 り入れるなどして、
学習プリン トヘの書き
込みを進んで行ってい

る。

・与えられた課題 に

沿った心情表現や風
景描写等を抜き出 し、
そこか ら読み とれ る
ことを書V てヽいる。

・視野を広 げるため

に他 の考えと自分の

考え とを区別 して記
入 している。

・意球のわからない

言葉について、質問
した り調べた りして
いる。

・語彙を豊かにする
ために、他の生徒 と

違った言葉遣いをし

よ うと工 夫 してい

る。

4 「回想 」場面をプ リ
ン トで読みとる。
(本時)

5 ル
場

み

、
コ
読

ん
会

で

さ

再

ト

ば

の

ン

お

と

り

ン
ウ
プ

ｎ

ヤ

ト

を

る

―

ン
面

と

6 。「ホンル との会話」
「離郷」場面をプ リ
ン トで読みとる。

・全体のま とめをす
る。

・書き込んだ こ

進んで発表 しよ

ている。

一
ヽ
し

一を

と

・ン
▼
ク

・本文か ら読み とれ
る歴 史的背景や作者
の思いについて、プ

リン トに書 き込んで
いる。

・これまで学習 した

表現を使つて自分の

考えを述べている。
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5  本 時の指導

(1)  本 時の目標

登場人物の行動や会話の表現に着 目し、そこから心情や背景を読みとることができる。

2) 本 時の指導構想

「読むこと」を中心に据えた指導をする。またt以 下の手だてをもって目標に迫 りたい。

1  誰 もが登場人物の行動や会話の表現に着 目しやすくするために
。 事 前にエン トとなる表現を印刷 しておく。
・ 周 囲 との話 し合いを積極的に行 うよう、助言する。

2  心 情を読み とりやす くするために
。 ど の表現に対 して、どのような心情を書けば良いのかを明確に示す。

3  視 野を広げて心情や背景 (行間)を 深 く読みとるために
。 こ れまでの学習

｀
について振 り返つた り、例を挙げて詳 しく説明 した りする。

・ 多くの生徒に発言させ、自分自身が考える参考とさせる。

( 3 )判 断基準

A 充 分満足 B 概 ね満足 C 努 力 を要す る
生徒への手だて

読
む

こ
と

O 心 情や暮 らしぶ りについて
書かれてある部分を抜き出
し、そこか ら読みとれること
を書いているとともに、表現
の特徴や背景について考え自
分の言葉で書き込んでいる。

① 心 情、暮 らし向きについて

書かれてある部分を抜き出
し、そこか ら読みとれること
を書いている。

○ 読 み とらなければな ら
ない範 囲を明確に伝え、
他の生徒の考 えを参考に

させながら、思考を助け
る支援を取り入れる。
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(4) 展 開 案 (4/6時 間)

側で問いかけをし、

名して答えさせる。
回までの学習を振り返る。

登場人物の行動や会′話の表現に着 目し、そこから

心情や背景を読みとることができる。

者晨書雪号を縁号]33畳01:
◎ 当 てはまる表現を見つ

けることができたか。

◎ 本 文から読みとれるこ

とを書き表すことができ

たか。

がら昌冒生縁諌ネ會塔R盈程を
中心に支援をする。

・
ぁ言星准を提筆こ子啓盆ぶど
こか確認する。

・ 生 徒に発表させ、それをメ

モすることを指示する。

i広窪景ぽ免継ゴ曇獣
. 』孫≧絡あ生徒には発表を
参考にするように指示する。

・ 周 囲 との話 し合い を指示

し、さらに書き込む時間を取o。

◎ 話 し合いを参考に書き

込む ことができたか。

生徒(3名)に板書さ■る。
板書をもとに補足説明。

魯忌岳書を言富景魯3脅讐暑
が ら考えさせる。

◎ 時 代背景をとらえるこ

とができたか。

本時の学習課題 を把握 し、学

習内容を確認する。

。 ゎ かった部分から書き込みを

していく。

・ 早 く終わつた生徒は、 3～ 4

段目の他の部分に進む。

・ 書 き込めなかつた部分を確認

する。

・ 他 の発表を聞き、メモする。

①、③を発表する。

空欄の生徒は、発表を聞き、

メモする。

空欄の生徒は、挙手。

・ 周 囲との話し合いをしながら、

気づいたことを書き込む。

・ 話 し合いを参考に新たに書き

込めた生徒は、挙手。

・ 黒 板に書いたことを記入する。
・ 空 欄の生徒は、すばらしい と

思つた板書を書き写す。

・ ④ を発表する。
※ な るべく前の生徒 とは別の

。

ゎ晏魯馳 宙すた軽島し

てもらいながら発表する。

2 学 習プ リン トの説明

3  黙 読をしながら学習
プリントヘ書き込み

(※部分と①～④部分

約 1 0 分)

4  書 き込み具合の確認

(※部分のみ)

①、①の確認
(容易に答の出る部分)

6 ② の確認

7 ④ の確認

展

開

40

◎
考雙紀警香丘家晶秀沐忌盆百
らいだつたか。

。 本 時の授業を振 り返 り、 自分

の書き込みについて自己評価する。
・ 次 時の確認をする。

9  ま とめ

10  次 時の予告
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哲料①
母の人物像々 まとめよう。 1家 の様子は? 今度の帰郷は どのような

ものなか。
書き出し部分の風景描写はどうな
つているか。

1        ~

輪 |
設

問

・

厳
し
い
寒
さ
の
中
を

。

二
千
里
の
果
て
か
ら

・

別
れ
て
二
十
年

本
文
の
表
現

（帰
郷
場
面
）

ず

っ
と
故
郷
に
帰

っ
て
い
な
か

っ
キ
に
。
　
　
　
　
　
　
　
．

現
在
は
、

は
る
か
遠
く
に
住
ん

で
い
る
。

冬

の
帰
郷

表
現
そ
の
も
の
か
ら
わ
か
る
、

ま
た

は
、

想
像
で
き
る
こ
と

「
母
は
も
う
迎
え
に
出
て
い

た
」
と
は
？

こ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
技
法

↑

「
今
度
」
と
い
う
こ
と
は
？

な
ぜ
、

そ
の
よ
う
に
表
現
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
？

↑

・

何
か
の
事
情
が
あ

っ
て
二
十

年
も
離
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

。

そ
ん
な
故
郷
な
の
に
、

わ
ざ

わ
ざ
厳
し
い
寒
さ
に
も
か
か
わ

ら
ず
帰
郷
す
る
と
は
、

ま
ほ
ど

の
こ
と
が
あ
ゎ
た
か
も
し
れ
な

い
。

）

ま
た
は
、

心
の
中

で
故
郷
じ

帰
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
か
も
。

表
現
か
ら
発
展
し
て
考
え
ら
れ
る

こ
と
、

ま
た
は
、

他
の
発
言

―

ド
い
ト
ー

‐
1 ‐



哲々 ②
少年時代の 「わたし」に関する表現を抜き出そう。 少年時代のルン トウに関す る表現を抜 き出そう !

は 。 ^ の 。 ^  。 ^ 。  ^ ・ ⌒ ・ ・ ^ ・ ^ ・ ⌒ ⌒ ^ ・ ・

。
「
そ

こ
そ

こ
」
と
は
ど
う
ぃ
ぅ
意

（
味
だ
ろ
う
？

　
　
　
　
　
　
　
　
）

Ю
端
静

「
な

補
能
助
城
厳
Ｘ
珈
離
劫
つ

い
た

の
だ
ろ
う
？
理
由
も
添
え
て

′
書

い
て
み
よ
う
。

（

）

③
こ
の
と
き
の
気
持
ち
を
想
像
し
よ

＞つ
。（

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）

な
ぜ
「
不
思
議
な
画
面
」
な
の
か
？）

父
親

の

（　
　
　
　
）
ぶ
り

↓

意
味
は
？

（

二
人
の
親
子
関
係
は
？

（
ル
ン
ト
ウ
に
と

っ
て
城
内
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
？

（

）

・
ル
ン
ト
ウ
が
別
れ
た
く
な
い
と
思

っ
た
も
の

。
こ
と
は
？

（

）

懐
判権
像のでもきの弥
こらとわ
扮
爵ば
ちま叱

，
こ
の
部
分
の
様
子
か
ら
わ
か
る

「
わ
た
し
」

の
暮
ら
し
向
き
は
ど

う
だ

っ
た
ろ
う
？

（

）

二
人
の
共
通
点
は
？

・
二
人

の
違
う
点
は
？

（

）

④
別
れ
の
場
面
で
の

「
わ
た
し
」

の
様
子
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
？

○

「
わ
た
し
」
の
性
格

は
？

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

少
年
時
代
の
様
子
か
ら
わ
か

ン
ト
ウ
の
暮
ら
し
向
き
は
ど

っ
た

ろ
う

？

）

・
首

輪

は
何

か
ら
身

を
守

る
た

め
？

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

①
ル
ン
ト
ウ
を
比
喩
す
る
言
葉
を

二
つ
抜
き
出
そ
う
。

①○
④
別
れ
の
場
面
で
の
ル
ン
ト
ウ
の

様
子
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
？

○
な
ぜ

「
台
所
」
な
の
だ
ろ
う
？

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ン
ト
ウ
の
性
格
は
？

表
現
か
ら
発
展
し
て
考
え
ら
れ
る

こ
と
、

ま
た
は
、

他
の
発
言

―

ド
∞
い
―



ルントウに関する表現を抜き出そう ! ヤンおばさんに関す る表現を抜 き出そう !

^ 出 わ 。
・・・・・・・・。そか現

毛皇西
現ル
をン
た ト
くウ
さの
ん様
抜子
きが

・
声
は
？

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

・
顔

（表
情
）
は
？

公
７
↓

昔
↓

）

，
推
定
年
齢
は
？

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

・
服
装
は
？

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

・
ヤ

ン
お
ば
さ
ん
を
例
え
て
い

る
表
現

（今
↓

昔
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
）

・
暮
ら
し
ぶ
ヶ
は
？

。
「
わ
た
し
」

の
日
か
ら
何

の
言
葉

も
出
な
か

っ
た

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
？

（

）

。
「
だ
ん
な
様
」
か
ら

「
わ
た
し
」

は
ど

ん
な
こ
と
を
感
じ
た

の
だ
ろ

う
？
・

〇
八
字
↓

（　
　
　
　
　
　
　
　
）

①
気
持
ち
↓

（

。
「
年
齢
の
せ
い
で
関
心
が
な
か

っ

た
」
と
い
う
表
現
を
わ
か
り
や
す
く

言
い
換
え
て
み
よ
う
。

令

）

。
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
～
あ
ざ
け
る
」
と

は
？
わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え
て
み

士
腎
つ
。（

・
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
が

「
ゆ

っ
く
り
し

た
足
ど
り
」
だ

っ
た
の
は
、

何
を
考

え
て
い
た
か
ら
か
？

（

）

表
現
そ
の
も
の
か
ら
わ
か
る
、

ま
た

は
、

想
像
で
き
る
こ
と

。
気
持
ち
。

・
現
在

の
ル
ン
ト
ウ
の
暮
ら
し
向

き
は
ど
う
だ
ろ
う
？

（

）

。
な
ぜ
、
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ョ
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こ
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が
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。
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と
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？

（
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？
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ら
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れ
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こ
と
、

ま
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の
発
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ホンルとの会話、離郷場面を考え、全体の構造を考えよう。
設

間

・
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ン
ル
と
ど

の
よ

う

な
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ま
す
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？

（・
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ウ
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行
動
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士
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つ
。
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・
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ん
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。
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船
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わ
た
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。
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本
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、
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感
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？
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感
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↓
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？
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、
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？
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？
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れ
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全
体
の
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め
を
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！
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も
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で
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